様式第12号（第20条関係）

さかたの家づくり


酒田市長　　　　　　　　　あて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日
	市記載欄（記入不要）

	整理番号
	

	申込番号
	


　
　　　   　　 　郵便番号　　　　　　－　　　　　　　　
販売者 所在地

　　　　　　　　

名　称

　　　　　　　　　　　　　　　     　      代表者 職・氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　  　 　　  連絡先電話番号　　　　　　　　　　　　　　   　　　
私は、私が販売する下記２の住宅を自ら居住するために購入する者が、その所要資金として借入れする金銭消費貸借契約に際し、さかたの家づくり利子補給を受けるため、利子補給に関する資格、条件及び手続きを了承のうえ申込みます。

また、私と下記１の者は、下記２の住宅を裏面の耐久性基準かつ下記３の地域材の使用基準に適合する住宅として建設することを誓約します。

１　住宅の設計者等
	 工事関係者
	設　　計　　者
	施　　工　　者

	住　　　所
	
	

	会　社　名
	
	

	氏　　　名
	（代表者氏名） 
	（代表者職氏名）

	電話番号
	（　　　　　）
	（　　　　　）


２　住宅の建設場所等
	住宅の建設場所
(住所又は地名・地番)
	

	住宅の販売予定金額
	万円（消費税込み・土地購入費を除く）

	外壁工事開始予定日
	平成　　　年　　　月　　　日 

	住宅の構造
(裏面の区分により、該当する番号を

御記入ください。)
	


３　県産材の使用基準

	軸  組
	 通し柱・管柱・間柱・胴差・桁・梁・筋かい・貫

	小屋組
	 母屋・棟木・垂木・小屋束


次の部位に使用する構造材に、酒田市内で

伐採かつ加工された木材(集成材、積層材を除

く。)を総使用材積の60％以上使用する。
提出先：農林水産課

（注意）

１　財団法人住宅保証機構(昭和57年4月1日に財団法人住宅保証機構という名称で設立された法人をいう。以下「保証機構」という。)の住宅性能保証制度住宅登録申請受理証（保証機構が申請を受付したことが確認できる書類で代えることができる。）の写し又は住宅の品質確保の促進等に関する法律による指定住宅性能評価機関の設計住宅性能評価書の写しを添付してください。
２　この申込は、金融機関からの融資を保証するものではありません。
３　融資金額､融資の実行時期､その他の条件は、融資申込みをする金融機関の条件によります。
４　外壁工事開始予定日との間に10日以上あけて「分譲住宅地域材使用報告書」を提出し、現場確認を受けてください。

　(第１面)

さかたの家づくり利子補給耐久性基準 
１　在来木造住宅 
●　構造材の強化（木材の寸法は、ひき立寸法とする。）
　①　すみ柱は12㎝角以上とします。      
　②　階数が２以上の住宅における通し柱であるすみ柱は13.5㎝角以上とします。      
ただし、次のいずれかに該当する場合は、『12㎝角以上』に緩和することができます。
 ア　通し柱であるすみ柱に、ＪＡＳの耐久性区分D1の樹種（すぎ、ひのき、ひば、べいひ、けやき、台湾ひのき、からまつ、べいすぎ、くり、ダフリカからまつ、べいひば、こうやまき、さわら、ねずこ、いちい、かや、くぬぎ、みずなら、べいまつ（ダグラスファー）、ウェスタンレッドシーダー、アピトン、ウェスタンラーチ、カプール、ケンパス、セランガンバツ、タマラック、パシフィックコーストイエローシーダー）による製材、若しくは、これらの樹種を使用した化粧ばり構造用集成柱、構造用集成材又は構造用単板積層材を使用する場合。
イ　通し柱であるすみ柱に、有効な防腐措置（防腐に有効な薬剤が塗布、加圧注入、浸漬、若しくは吹き付けられたもの又は防腐に有効な接着剤の混入）を講じた木材を使用する場合 
 ウ　柱が直接外気に接する構造（真壁構造）とし、軒の出を90㎝以上とした場合
エ　外壁内に通気層を設け、壁体内通気を可能とする構造とした場合

　　オ　外壁材を板張りとし、直接通気を可能とする構造とした場合

3 次のア、イに掲げる基準に適合する場合は、①、②に適合しているものとします。
ア　柱が10.5㎝角以上であること。
イ　土台､すみ柱､最下階の外壁の柱（室内の見えがかりを除く。）に､次のいずれかの防腐､防蟻に特に有効な措置を講じていること。
ａ　工場内の機械によって継手、仕口の加工(ﾌﾟﾚｶｯﾄ)を行い、構造用製材のＪＡＳ規格等に規定する保存処理性能区分Ｋ３相当以上の防腐・防蟻処理を加圧注入方式により行い、その後乾燥養生を行った製材を使用したもの。
　　　ｂ　Ｋ３相当以上の防腐・防蟻処理を施したひき板を用いた構造用集成材を使用したもの。
　　　ｃ　Ｋ３相当以上の防腐・防蟻処理を施した単板を用いた構造用単板積層材を使用したもの。
　　　ｄ　加圧注入によりＫ３相当以上の防腐・防蟻処理を施した構造用単板積層材を使用したもの。
●　基礎の強化   
　　基礎は一体の鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の布基礎(基礎梁､べた基礎を含む｡)とし､地面から上端までの高さは40㎝以上とします。
●　小屋裏換気措置 
小屋裏空間が生じる場合の小屋裏換気は次の①、②によります。ただし、天井面ではなく屋根面に断熱材を施工する場合は、小屋裏換気孔は設置しないこととします。  
①　小屋裏換気孔は、独立した小屋裏ごとに２ヶ所以上、換気に有効な位置に設けます。
②　換気孔の有効換気面積等は、次のいずれかによります。 
ア　両妻壁にそれぞれ換気孔（吸排気両用）を設ける場合は、換気孔をできるだけ上部に設けることとし、換気孔の面積合計は、天井面積の1/300以上とする。  
  　イ　軒裏に換気孔（吸排気両用）を設ける場合は、換気孔の面積の合計を天井面積の1/250以上とする。  
ウ　軒裏に吸気孔を、妻壁側に排気孔を、垂直距離で900㎜以上離して設ける場合は、それぞれの換気孔の面積を天井面積の1/900以上とする。  
エ　排気筒その他の器具を用いた排気孔は、できるだけ小屋裏頂部に設けることとし排気孔の面積は、天井面積の1/1,600以上とする。また、軒裏に設ける吸気孔の面積は、天井面積の1/900以上とする。  
オ　軒裏に吸気孔を設け、かつ、棟部に排気孔を設ける場合は、吸気孔の面積を天井面積の1/900以上とし、排気孔の面積を天井面積の1/1,600以上とする。  
●　床下換気措置・防湿措置 
①　外壁の床下部分には、壁の長さ４ｍ以内ごとに有効面積300cm2以上の換気孔を設けます。 ただし、基礎断熱工法（所定の厚さの断熱材を基礎の側面に施工し、鉄筋コンクリート造のべた基礎とする、又は、地面を一様に打設したコンクリート（布基礎と鉄筋により一体となったものに限る。）で覆う等の床下防湿措置を行う。）により基礎の施工を行う場合は、床下換気孔は設置しないこととします。
　②　床下には次のいずれかの防湿措置を講じます。 
　　ア　厚さ６㎝以上のコンクリートを打設する。

イ　厚さ0.1㎜以上の防湿フィルムを敷きつめる。 
●　換気設備の設置
浴室及び窓のない場所､その他湿気の滞留するおそれのある部分には､給気口及び排気機､その他有効な換気設備を設けます｡

(第２面)
●　防腐・防蟻措置 
　①　土台には、次のいずれかの防腐・防蟻に有効な措置を行います。
ア　ひのき、ひば、べいひば、べいひ、けやき、べいすぎ、くり、台湾ひのき、こうやまき、さわら、ねずこ、いちい、かや又はウェスタンレッドシーダーによる製材、若しくは、これらの樹種を使用した構造用集成材を用います。

イ　構造用製材のＪＡＳ規格等に規定する保存処理性能区分Ｋ３相当以上の防腐・防蟻処理材を用います。

②　土台に接する外壁下端には水切りを設置します。
　③　地面からの高さが１ｍ以内の外壁の軸組(土台、室内側に露出した部分を含まない｡)には、次のいずれかの防腐・防蟻に有効な措置を行います。
　　ア　ＪＡＳの耐久性区分D1若しくはそれらに類する樹種（すぎ、ひのき、ひば、べいひ、けやき、台湾ひのき、からまつ、べいすぎ、くり、ダフリカからまつ、べいひば、こうやまき、さわら、ねずこ、いちい、かや、くぬぎ、みずなら、べいまつ（ダグラスファー）、ウェスタンレッドシーダー、アピトン、ウェスタンラーチ、カプール、ケンパス、セランガンバツ、タマラック、パシフィックコーストイエローシーダー）による製材、若しくは、これらの樹種を使用した化粧ばり構造用集成柱、構造用集成材又は構造用単板積層材を用います。
イ　外壁内に通気層を設け、壁体内通気を可能とする構造とします。
ウ　外壁材を板張りとし、直接通気を可能とする構造とします。

エ　軒の出を90㎝以上とし、かつ、柱が直接外気に接する構造(真壁構造)とします。
オ　断面寸法12㎝角以上の製材、化粧ばり構造用集成柱、構造用集成材又は構造用単板積層材を用います。
カ　防腐・防蟻に有効な薬剤が塗布、加圧注入、浸漬又は吹き付けられた製材、化粧ばり構造用集成柱、構造用集成材、構造用単板積層材を用います。
④　地面からの高さが１ｍ以内の外壁の木質系下地材(室内側に露出した部分を含まない｡)には、又は次のいずれかの防腐・防蟻に有効な措置を行います。

ア　③のイ～エのいずれか
イ　防腐・防蟻に有効な薬剤が塗布、加圧注入、浸漬又は吹き付けられた又は防腐及び防蟻に有効な接着剤が混入された製材、構造用合板、構造用パネル、パーティクルボードのＰタイプ又はミディアムデンシティーボードのＰタイプを用います。
　⑤　浴室及び脱衣室の軸組（木質の下地材を含む。）、床組（浴室又は脱衣室が地上２階以上の階にある場合は下地材を含む。）並びに浴室の天井については、次のいずれかの防湿措置を行います。ただし、１階の浴室廻りをコンクリートブロック造の腰壁又は鉄筋コンクリート造の腰高布基礎とした部分の軸組及び床組は除くことができます。
ア　防水紙､シージングせっこうボード等の耐水性のある下地材を用いる､若しくはビニル壁紙等の防水性のある材料で仕上げます。
イ　浴室ユニットとします。（浴室部分のみ）
ウ　③及び④の防腐・防蟻措置を行います。
６　その他の工法　　
●　工法の名称(具体的に記入：　　　　　　　　　　　　　　　　工法)　

●　設計登録住宅承認番号(　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　)

●　上記有効期限　　　　(平成　　　　　年　　　　　月　　　　　日)

※　設計登録住宅承認通知書と耐久性タイプ適合仕様シートは「分譲住宅県産材使用報告書」に添付してください。

(第３面)
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地域材使用分譲住宅利子補給申込書（基準適合誓約書）












